
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（説明できる） 12 17.6 0 0 1 1.5
知っている
（説明できない） 54 79.4 12 17.6 31 45.6
いいえ 2 2.9 56 82.4 36 52.9
68 100.0 68 100.0 68 100.0
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⑶　講義の実際と改善点
　当該科目のシラバスを作成したのは、再課程認定申
請時点であり、当時は教職課程コアカリキュラムの実
施前であり、必修科目としてどのような内容を構成す
ればいいのかは全くの手探り状態であった。そのため、
教職課程コアカリキュラムの内容を参照しつつ、筆者
が小学校や中学校の教科指導場面や特別支援学級
や通級の指導における自立活動の指導に関わる中で、
大切だと思われる内容を盛り込んだ。
　毎回演習とともに寄せてもらっている学生の感想か
らは、「○○障害について理解できた」「当時、クラスメ
イトが何でできていなかったのか（何に困っていたの
か）理解できた」といった積極的な意見が聞かれた。一
方で、障害を前面に出さず、「問題行動の背景にどんな
困り感があると考えられるか」「どんな支援が考えられ
るか」といった抽象度の高い投げかけが多かったため、
「障害のイメージがわかなかった」「具体的にどうすれ
ばいいかわからなかった」といった回答もしばしば寄せ
られた。学生にとって、演習で提示した場面や困難が
想像できる場合と想像しにくい場面が分かれた印象
であった。各演習で寄せられた学生の回答や感想につ
いて分析を進めることで、提示した事例が本当に演習
課題としてふさわしかったのか、（場面設定,…課題設定
両面において）どのような問いかけが考えられるのかを
検討する必要があると思われる。
　また、表３との比較から明らかなように、各障害の理
解に関する時間が不足していることが見て取れる。上
述のように、演習課題を通して障害特性については解
説を行っているが、障害理解の時間をまとまって確保
した方がいいのか、演習を通じて学ぶ形式がいいの
か、学生の回答や感想だけでなく、同じ講義を担当す
る教員や類似の実践を参考にしながら検証を進めて
いく必要がある。
　最後に、教職課程コアカリキュラムの妥当性につい
てである。文部科学省の説明あるいは選考するコアカ
リキュラム（医学薬学等）では、コアカリキュラムで全体
の７割の内容をカバーし、残りの３割は各大学のアカ
デミックポリシーやディプロマポリシーにより構成する
ことが望ましいとされる。しかしながら、表３および表５
を見る限りは、７割が質なのか量なのかも含めて、どの
ような線が引かれるのかが読み取れなかった。新科目
であり、今後の実践が重要であるが、教職課程コアカ
リキュラムの示し方についても改善の余地があるので
はないかと考える。
４．終わりに
　本稿では、教職課程コアカリキュラムの事項「特別
の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理
表５　「特別支援教育論」シラバス
回数 テーマ
第1回 特別支援教育とは
第2回 特別支援教育の歴史
第3回 就学の仕組み
第4回 通常学校で学ぶ特別な教育的ニ ズーの児童生徒の実態①－身体・知的障害－
第5回 通常学校で学ぶ特別な教育的ニ ズーの児童生徒の実態②－発達障害等－
第6回 通常学校における特別支援教育の展開①－教育課程－
第7回 通常学校における特別支援教育の展開②－教科指導と個別の配慮、支援－
第8回 通常学校における特別支援教育の展開③－通級指導における特別支援教育－
第9回 通常学校における特別支援教育の展開④－特別支援学級における特別支援教育－
第10回 通常学校における自立活動①－自立活動の目標・理念・教科指導との関連－
第11回 通常学校における自立活動②－自立活動の進め方－
第12回 通常学校における自立活動③－個別の指導計画と個別の教育支援計画－
第13回 特別支援教育の観点から見た通常学校の今日的課題①－合理的配慮－
第14回 特別支援教育の観点から見た通常学校の今日的課題②－地域・家庭・関係機関との連携－
第15回 これからの特別支援教育－教師を目指す学生たちに－
長野大学紀要　第41巻第３号　　　　2020
−…34…−
246
解」について、コアカリキュラムが求める内容について
整理し、他大学のシラバスの対応状況について検証す
ることを通して、同事項のコアカリキュラムの在り方に
ついて考察した。後半は、筆者自身が担当する講義の
シラバスや講義方針について振り返り、他大学のシラ
バスとの比較や受講生の実態を通して、講義構成の在
り方について検証を試みた。
　再課程認定が終了して以後、文部科学省は教員養
成課程の質保障の在り方について重視している。その
中で、教職課程コアカリキュラム等を活用した自己点
検やFD活動についても積極的に取り組むように促し
ている。今回は、講義の概要のみの検証にとどまってお
り、十分な自己点検ができたとは到底言えないが、教
職課程コアカリキュラムの在り方自体も含めて、検証を
重ねていきたい。
付記
　講義アンケ トーについて、公表を許諾してくださいま
した、E大学の受講生に深く感謝いたします。
註
1）… 中学校学習指導要領では、「第１章総則　第４…生
徒の発達の支援　２…特別な配慮を必要とする生
徒への指導」（文部科学省,…2017b）で、高等学校
学習指導要領では、「第１章総則　第５款　２…特
別な配慮を必要とする生徒への指導」（文部科学
省,…2018）にて示されている。なお、高等学校にお
いても2018年度より通級の指導については制度化
されているが、特別支援学級の規定はない。
2）… 2019年12月12日の課程認定委員会において、「特
別支援学校教諭免許状に係る審査の考え方」が
決定され、「特別支援教育の基礎理論に関する科
目」および「心身に障害のある幼児、児童又は生徒
の教育課程及び指導法に関する科目」の授業計画
中に、「自立活動」を概観する内容を含めることが
必要であることが規定されている（文部科学省総
合教育政策局教育人材政策課,…2019b）。
3）…「特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に
対する理解」の審査の考え方』では、知的障害、肢
体不自由、発達障害等いずれかの障害種に関する
「教育制度（理念）」、「心理・生理・病理」「教育課
程・指導法」に関するいずれかの業績と示されてい
る（文部科学省総合教育政策局教育人材政策課,…
2019b）。
4）… 丹野ら（2018）の調査では、「大学の授業で合理的
配慮を学んだ」と回答したのが半数上であり、大学
入学前から知っていたと回答したのは８％程度で
あった。大学生についても専攻や学年により結果は
異なることが予想される。
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